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【試算内容】 

１．10 万人以上の都市（東京 23 区は特別区）、10 万人以上の都市が周辺にない５～10万人都市及び北海道支庁所在都市を中心市として設定（全国の中

心市数：292）。 

 （人口は、市町村合併を考慮して、平成 20 年３月時点で平成 17 年国勢調査結果を整理） 

２．中心市から現況の道路又は鉄道ネットワークを利用した｢交通一時間圏｣を市町村単位で試算。 

＜試算条件＞ 

・道路利用、鉄道利用の２パターンで、中心市の市役所等から各市町村の市役所等までの所要時間により｢交通一時間圏｣を試算。 

・複数の中心市間の時間距離が 30分以内の場合は連担するものとし、１つの｢交通一時間圏｣を設定。 

３．10 万人以上の都市等を中心とする 112 の「交通一時間圏」を算出。 

① 日本の全人口のうち、交通一時間圏がカバーする人口の割合・・・・・98.5％ 

② 日本の全国土面積のうち、交通一時間圏がカバーする面積の割合・・・85.3％ 


